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行動の大前提－科学と社会/地理学と地域－

川俣町山木屋地区（計画的避難区域）における

除染・帰還の“目的の達成”を地域と共有する

2月28日千葉大学において
山木屋地区の代表の方々と議論

山木屋地区は汚染が
少ない地域もあるが、

地区として避難を受け入れ
“地域によって異なる事情”

● 地域に寄り添うー地域主体原則
● 目的の達成を共有
● その中で役割を果たす

朝日新聞「今伝えたい千人の声」
現代農業「帰るために前へ進む」

2月 24日
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放射能汚染に対するチーム千葉大
の立場
二つの立場、視線の存在

●世界を見る視線
　⇒世界の中の日本
　　（チーム文科省）

●地域を見る視線
　⇒地域の暮らし
　　　（チーム千葉大ほか）

今回は後者の立場で
行った活動の報告

http://fmwse.suiri.tsukuba.ac.jp/


  

放射性物質の分布状況
等に関する調査研究

6月4日岳温泉に集まっ
た約140名の研究者

8月31日報道発表
原発事故から約半年

5月試行
6月スタート μSv/h Bq/m⇒ 2



  

GPS と連動する γ 線スペクトロ
メーター RT-30

走行サーべイを実施
地上 1m の空間線量率測定

暮らしに関わる
空間線量率
幹線道路以外の林道も走行

飯舘戦山中腹にて

川俣町、飯舘村との境界近く

7 月飯舘村で実施

8 月川俣町で実施



  

チーム千葉による7月調査結果

空間線量率(μSv/h)は土
地被覆によって不連続に変
わる。
⇒成果は「負げねど飯舘」へ

航空機モニタリング
300 ～ 600m のフットプリ
ントの観測値をリサンプリ
ングして作成

地域の暮らしの復旧、復興に
必要な空間線量率の分布とは？

計測の最大値は赤宇木
の25μSv/h



  

2011年7月、8月の調査
福島市

飯舘村

浪江町

川俣町

二本松市

葛尾村

南相馬市

伊達市

二本松市

東和

盆地で低い

高地で高い



  

前田
村民
の森

前田

役場

長泥

赤宇木

山木屋

蕨田

比曽

相葭

飯樋

大火山

草野

川俣町

飯舘戦山 飯舘チップボイラ飯舘長泥曲田 飯舘前田

N

浪江町 飯舘村

分布が意味するもの
研究者の自然観

分布がランダムでなければ理由がある

25μSv/h



  

自動車走行サーベイによ
る川俣町内モニタリング
調査結果
平成 23 年 8 月 31 日
原子力災害対策現地本部
（放射線班）
県災害対策本部
( 原子力班 )
調査日時
 平成 23 年 8 月 23 日

チーム千葉による自動車走行
サーベイの結果
川俣町の調査日時
　平成 23 年 8 月 20 日

結果は直ちに川俣町に伝達

http://www.pref.fuk
ushima.jp/j/kawam
ata0823.pdf

川俣町

川俣町

山木屋

山木屋

飯舘村

飯舘村

浪江町

ハザードマップ
地域との連携は？

凡例で印象
が異なる

１ｍSv/y

マップは何のために



  

まだ足りない：より詳細な空間線量率分布の測定の必要性

歩行サーベイ

1m高

山村の暮らしは田畑、住居、里山を
含む小流域における水・物質循環の
もとで成り立っている

●空間線量率計の位置を地上 1m
　高に調整
●GPS と同期
●山地斜面を歩行

戦山飯舘村－川俣町間の尾根



  

山木屋小学校

集会所 福島第一原発方向

小流域スケールの
空間線量率分布

★

★ ：採水地点（放射能 ND)

国道沿いは
1μSv/h 程度



  

富岡街道

二本松方面
★

★

★

★ ：採水地点（放射能 ND)

国の除染は居住地から 20m

山からの水が暮らしを支える
里山流域単位の対策！



  

県道 62 号線沿い水田の空間線量率の空間分布

・積雪による減衰
・南西方に空間線量率減少
・表面汚染密度と対応
●汚染の程度は場所によって異なる
　　一律除染、線引き？

2012 年５月

2012 年 1 月

1 月 ５月

川俣町市街地方向

×4.4q/cm2

×8.6Bq/cm2

×7.7Bq/cm2×5.8Bq/cm2

×5.4q/cm2

× 数字は地表面の表面汚染密度

汚染地図を
ベースに



  

放射能汚染ハザードマップ（仮称）
放射能汚染による暮らしへのリスクを減らすための空
間線量率・放射能分布図はどうあるべきか？

緊急時避難　　 SPEEDI
　　　　　　　　　　事故時には機能しなかった

計画的避難　　 避難区域の線引き？
　　　　　　　　　  ⇒一方的な地域への通達

除染・帰還　　　暮らしスケールの除染
　　　　　　　　　　　⇒最小単位は小流域
　　　　　　　　　　　　⇒地域ごとに行う
　　　　　　　　　　暮らしの安全・安心
          　          ⇒大学の知識・経験

将来予測　　　　 FMWSE大学連合チーム　　

こ
れ
か
ら

こ
れ
ま
で

http://fmwse.suiri.tsukuba.ac.jp/


  

社会の中の科学、社会のための科学

　「役に立つ」とはどういうことか？
⇒問題の解決を共有する枠組みの中で役割を果たすということ

　　　　解くべき問題
＝放射能汚染

ディシプリン
（学問分野）
技術

[世界科学会議 (1999) 「ブダペスト宣言」の4番目 ]

問題の解決を共有する態度を皆が持つこと
そうすればこの枠組みができあがる

鳥越皓之著「環境社会学」図 15-1 　科学の守備範囲の模式図をベースに作成

参
画
と
協
働



  

里山流域単位の GIS ｰ暮らしスケールの除染
2007 年撮影オルソ空中写真、基盤図情報と重ね合わせ

冬期の空中写真
であるので、常
緑樹と落葉樹の
区別が容易

明瞭ではないも
のの、常緑針葉
樹林で空間線量
率が高い傾向が
認められる

山木屋復興 GIS 整備中
・集水域、配水・排水系統
・植生分布
・などなど



  

地理情報システム（GIS ）とは

位置（緯度経度、 XY 座標）の情報と、その場所の属性（土地
利用、地形、植生、．．．）を重ね合わせて解析できるシステム

何に使えるか

・除染計画の立案
　除染の範囲、優先除染地点の決定など
　⇒住居との位置関係、灌漑・排水系の確認、
　　　揚水井の周辺の特徴、常緑針葉樹の分布の同定、など

・除染の履歴データベース
　地図の上のデータベースとして除染履歴を管理

・ベースマップ
　オルソ空中写真（ 25cm分解能）、電子地図（ NTT空間情
報）、その他
　⇒山木屋地区復興のために特別価格で提供して頂いた



  

地理情報システムの画面
・平面直角座標系（公共座標系）第 9 系をベースに様々な地理情報を重ね合わせ
・道路、建物、圃場、．．．さらに、灌漑排水系、渓流ネットワーク、．．．
・里山流域の範囲



  

地理情報解析
・建物から 20m の範囲は？、・常緑針葉樹林の場所、面積は？
・林縁とはどこか？林縁から 20m の範囲は？



  

御提案・お願い

● 流域単位の空間線量率の歩行サーベイおよび汚染調査

　・調査可能な流域、地域がございましたらご教示頂きたい。
      ⇒ 測器を置いていくことも可能

● 地図の作成

　・今後、入力を進めていく予定です。
　・田畑の分類、灌漑排水系統、林縁の定義、など
　　 GIS に入力する項目について、ご助言を頂きたい。

● 地理情報解析における協働

　・流域単位で除染作業の見積（方法も含めて）
　・新たな対策（沈砂地の設置など）の立案⇒どこに
　
●無人航空機実験のお願い

　・別紙参照



  

以下のスライドはこれまで市民講座やシンポジウムで
使ってきたものです。

地域の心を理解した上で話しているとはまだまだ言いが
たいと思いますが、首都圏に住む方々を対象に近藤の
考え方を説明するために作成したものです。

御一見頂き、意見・異見ございましたらお知らせくださ
いますようお願い申し上げます。



  

地理学から提言する新しい国土

　グランドデザイン構築の前に
●人と自然の良好な関係
●都市と地方（農山漁村）の良好な関係
●都市的世界と農村的世界を自由に
　　　行き来できる精神的習慣の醸成

　研究者、地理学者としての役割



  

2012 年 5月 6日　国道 399 号線、飯舘村、長泥の峠の桜、「ようこそ花の里長泥へ」
向こうの山の辺りは浪江町、赤宇木　放射能汚染の酷い地域のひとつ
天気が良ければ霞んだ稜線の向こうには東電福島第一原発も見えるはず

・低線量被曝について
・我々の持つ関係性
・近代文明人とは
・どんな社会を目指すか



  

【確認】放射能汚染の現状の認識

チェルノブイリ事故被災三カ国における汚染ゾー
ンの定義
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (kBq/m2)
強制避難ゾーン　            　　 1480以上
強制移住ゾーン　            　　 555～ 1480
移住が認められるゾーン　　　　 185～ 555
放射能管理が必要なゾーン　   37～ 185
注） Cs137 のレベルによる区分（今中 ,1998 ）

スウェーデン北部においてCs137で100kBq/m2

あたり 0.11の過剰相対リスク
（ Tondel et al., JECH, 2004)
注） Tondel 氏自身も日本への当てはめは慎重に
すべきと述べている。

放射能に向き合う
⇒向き合わざるを得ない現実

低線量被曝をどう受け入れるか
　あるいは受け入れないか
⇒まず自分で判断する

（文科省ホームページ）

http://space.geocities.jp/iitate0311/0604.html
file:///C:/Users/kondoh/Documents/%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%B4%BB%E5%8B%95/%E5%B1%B1%E6%9C%A8%E5%B1%8B%E5%BE%8C%E6%96%B9%E6%94%AF%E6%8F%B4%E3%83%81%E3%83%BC%E3%83%A0/2012.07.28%E5%A0%B1%E5%91%8A/images/%E3%83%88%E3%83%B3%E3%83%87%E3%83%AB%E4%BD%8E%E7%B7%9A%E9%87%8F.png


  

【関係性について考える】

近代文明社会における関係性の喪失

電気料金値上げ！
私には関係ないことなのに !! 　（ 2011年5月）

＠首都圏の住民と福島の関係

　私たちが使う電気は福島で作られている
　関係性がある！

＠なぜ関係ないと考えられるか

　市場経済の仕組み
　お金に価値を変換するということ

＠流域の向こうから電気を得る首都圏
　柏崎刈羽原発
　 JR東日本の信濃川発電所

関係性を断ち切るか、
　関係性を大切にするか（朝日新聞より）

電気の流れ

柏崎刈羽原発

近代文明（原発）
によって支えられる
暮らしがあった



  

何を信じていいかわからない
おれは文系なんだからわからない

文明社会の野蛮人（オルテガ、小林信一）

近代文明が誰のどんな努力によって成り
立っているのか、どのような仕組みで動
いているのか、どんなコストを払ってい
るのか．．．．これがわからなくなると
文明は衰退する

原子力の恩恵を受けてきた我々はもっと
原子力について知り、監視すべきであっ
た．．．それが（欧米型）近代文明人



  

福島第１原発　「国民性が事故拡大」　英各紙、国会事故調報告に苦言
産経新聞 7月8日(日)7時 55分配信

　【ロンドン＝内藤泰朗】東京電力福島第１原発事故の国会事故調査委員
会が５日に最終報告書を提出したことについて、英各紙は日本文化に根
ざした習慣や規則、権威に従順な日本人の国民性が事故を拡大させたと
する点を強調し、「日本的な大惨事」に苦言を呈する報道が目立った。

　ガーディアン紙は「フクシマの惨事の中心にあった日本文化の特徴」と題
した記事で報告書の前文を引用し、島国の慣習や権威に責任を問わない
姿勢が事故原因の一端にあるとする報告書の内容を伝えた。６日にも「文
化の名の下に隠れるフクシマ・リポート」と題した記事で、「重大な報告書と
文化を混同することは混乱したメッセージを世界に与える」と批判した。

　一方、「非常に日本的な大惨事」との見出しで報じたタイムズ紙（６日付）
も「過ちは日本が国全体で起こしたものではなく、個人が責任を負い、彼ら
の不作為が罰せられるべきものだ。集団で責任を負う文化では問題を乗り
越えることはできない」とコメントした。

近代文明人とは？そうあるべきか？



  

共栄のシステム　牛のルーメン．．．．．．．．．．．．石油文明
共貧のシステム　フラスコの中のミコロコズム．．．農村的世界
緊張のシステム　惑星間航行宇宙船．．．．．．．．都市的世界

我々はどちらを選ぶべきか？
共貧のシステムと緊張のシステムの共存は可能か？

栗原　康　著
有限の生態学－安定と共存のシステム－
岩波新書 949 （絶版）

二つの世界を行き来できる精神的態度



  

農村計画学会2011年度春期大会シンポジウム(4月 9日）：会員コメント寄稿文

 東北関東大震災はまだ“事中”であり、立派なことを行っても空虚なだけである。中越の山古
志村でさえ復興に三年かかった。とにかく復興まで注視し続けることが安全な場所にいる者
の最低限の責務だと思う。
今回の震災で明確になった点は大都市と農山漁村、中央と地方の関係である。首都圏の電
力は福島に多くを依存していた。福島原発だけではなく、 JR東日本信濃川発電所、東電柏
崎刈羽原発．．．首都圏の電力は分水界の向こうからやってくる。これからも地方は中央を養
うのか。復興がかなった後はこれまでの地方と中央の関係は大きく変わることだろう。
　今夏の課題は農業である。原発事故の影響だけでなく、沖積低地の液状化や基盤設備の
損傷が広い範囲で報告されている。まず被災した方々に充分な食糧を届けなければならな
い。そこで、東北内陸部の小規模農家、中山間地で農産物の増産に励み、沿岸部を支援で
きないだろうか。地域内支援および地方対地方の支援を充実させることで、強い地方を作り、
地方の安心を担保できるのではないか。
　旧ソ連邦が崩壊したときに食糧危機が起きなかったのは“ダーチャ（菜園付き別荘）”があっ
たからだという話を聞いたことがある。海の民は海の民である。津波に脅かされる沿岸の方々
は高所移転が困難であるならば近隣の山間部にダーチャを持つことで将来必ず再来する津波
に備えることはできないだろうか。
地方と中央の関係が変われば都市も限界都市化する恐れがある。そこで、都市の周辺の農
村を保全し、交流することで人の安全・安心を担保できるだろう。都市近郊の里山の重要性
はここにもある。
　生態学者の故栗原康は生態系を緊張のシステム、共栄のシステム、共貧のシステムに分類
している。人間社会に敷衍すると、石油に依存する共栄のシステムは破綻しかかっている。残
された選択肢は共貧のシステムと緊張のシステムだが、農山漁村における“共貧のシステム”
（市場経済のもとでの“貧”であり、“不幸”ではない）と、世界に顔を向けた高度管理型都市の
“緊張のシステム”を相利共生（片利共生ではなく）させることはできないだろうか。重要な点は
両者を自由に行き来できる精神的習慣を現代人が持つことである。その実現において農村計
画学会の役割は重要になろう。（ 3月25日記）
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